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安全で質の高い
麻酔管理を実践します麻酔科

患者さんや
地域医療機関へのメッセージ

新生児から超高齢者まで、ひとりひとりの
患者さんが安心して手術をうけていただける
よう努めて参ります。

提供する主な活動内容

構成メンバー

心臓・大血管手術の麻酔

「安全かつ質の高い周術期管理による社会貢献」を基本理念とし、経験豊富なスタッフが手術室での全身麻酔手術症例を
中心に質の高いきめ細かな麻酔管理を行っています。兵庫県立病院の麻酔科医師養成基幹病院として麻酔科医の育成にも
力を入れています。

2023年4月現在26名の麻酔科医師（うち麻酔科専門医16名、
麻酔科認定医4名）
が勤務しています。

日本心臓血管麻酔専門医認定施設です。心臓血管
麻酔専門医4名を含む経験豊富なスタッフが多数
在籍しています。

産科麻酔
年間300件以上の帝王切開手術の麻酔管理を

行っています。超緊急の帝王切開手術は手術申し込み
から10分以内で手術が開始できるような体制を
整えています。

術後疼痛管理
看護師・薬剤師と協同した術後疼痛管理チームに

より術後患者さんの疼痛管理を行っています。

その他
初期研修医や救命士の教育にも力をいれています。

呼吸器外科手術の麻酔
年 間 約 2 5 0 例 の

呼 吸 器 外 科 手 術 の
麻酔を行っています。

村 田　洋

小児麻酔
日本小児麻酔学会認定医11名を含む小児麻酔に

精通したスタッフが多数在籍しています。小児の
日帰り手術の麻酔も行っています。

進藤 一男 尾田 聖子

研修医指導 救命士教育



「薬剤師に相談してみよう」
そんな身近な存在に薬剤部

構成メンバー

提供する主な活動内容 

薬剤師といえば調剤ですが、現在は病棟業務をはじめ、各種医療チームの中で
薬の専門家として活動の場が広がっています。薬で困ったとき、一番に頼られる相談
しやすい薬剤師を目指しています。

薬剤師　51名、事務　6名

入院だけではなく外来でのがん治療
の質の向上のため、地域の薬局と
連携しています。

薬剤師の活動の場はどんどん広がっており、意外なところでお会いすることがある
かと思います。各病棟に担当薬剤師がおりますので、薬のことでお困りの方は気軽
にお声かけください。

患者さんや
地域医療機関への
メッセージ

がん化学療法チーム
全身麻酔での手術を受けられた患者
さんへ質の高い術後疼痛管理が
できるよう、チームに参加しています。

術後疼痛管理チーム
入院予定の患者さんの内服薬や
副作用・アレルギー歴、手術や検査前
に中止が必要な薬がないかを事前に
把握し、入院後スムーズに治療が
行えるようにしています。

患者サポートセンター

医療チームとしての活動



AGMC ニュース無料Wi-Fiを
ご利用いただけるようになりました！

今後も患者サービス向上に
努めてまいります！

以前より、多くの方々から「無料Wi-Fiを使えるようにしてほしい」
というご意見をちょうだいしておりましたが、ようやく、令和5年3月
から入院患者様に無料Wi-Fiをお使いいただけるようになりました！
（外来エリアは除きます。）

お使い
いただける
場所

FREE Wi-Fi

●一般病棟（個室、総室、デイルーム）
●重症病棟
●透析センター
●外来化学療法室
●北館がんセンター

お使い
いただける
時間

●7:00～21:00
※上記時間外は無料Wi-Fi電波が止まっております
ので、この間のスマホなどのご使用につきましては、
パケット費用にご注意ください。

ご利用
方法

●お手持ちのスマートフォン、タブレット、ノートＰＣ等の無線（Wi-Fi）
機能を起動して、ご利用可能場所の掲示板などに掲出してあります
SSIDとパスワードを入力してください。

お願い
●機器のメンテナンス等により利用できない場合が
あります。
●お手持ちのWi-Fi機器の接続方法について、当院
スタッフによる対応はいたしかねます。
●音が出るアプリをご使用の際には周囲の迷惑に
ならないよう、ご配慮ください。
●院内の医療機器類との電波干渉、誤作動防止の
ため、お手持ちのポケットWi-Fi等を持ち込んでの
使用は禁止しております。



ぶらり～っと

病 院 探 訪
院内保育室、
病児・病後児保育室の
ご紹介

院内保育室、
病児・病後児保育室の
ご紹介

院内保育室、
病児・病後児保育室の
ご紹介

院内保育室、
病児・病後児保育室の
ご紹介

センターでは、お父さん・お母さんが安心して働けるように、
北館の近くで院内保育室を運営しています。木の温かみと

質感を生かした木造平屋の建物で、建材は不燃処理を施して
います。また、勢いよく閉まらない安全構造の扉や、建物の周りの
防犯砂利等、お子さんの安全に配慮した造りになっています。
　通常の保育だけでなく食育にも力を入れており、子ども達は収穫
を心待ちにしながらトマトやオクラを育てています。また、夏祭りや
運動会、クリスマス会など季節の行事も行っており、ウッドデッキの
中庭に生えている木にも季節に合わせた飾り付けをしています。

当

病気や回復期の子どもを一時的に預かる「病児・病後児保育室」も
併設しています。職員だけでなく尼崎市民の方もご利用可能です。
事前登録等が必要ですので、ご利用をお考えの方は
「病児・病後児保育室」（TEL:06-6489-2460）まで
ご連絡ください。

病院敷地内禁煙の徹底について
当院においては、法令に基づき敷地内全面禁煙となっています。建物内はもとより、建物外の
通路なども含め、敷地内では禁煙を遵守いただきますようお願いします。
また、紙巻式タバコ、加熱式タバコに加え、電子タバコについても禁煙の対象としております
ので、ご理解のほど、よろしくお願い申し上げます。



引き続き、不織布マスクの着用について
2023年5月8日から新型コロナウイルス感染症の位置づけが５類となりましたが、

重症化リスクの高い方への感染を防ぐため、院内では引き続き、不織布マスクを
着用いただきますよう、みなさまのご理解とご協力をお願いします。

■阪神地域の中核病院としての「高度専門・救急医療」
■患者・医療者、お互いの「納得・安全・チーム医療」
■救急・紹介を「断らない医療」
■住民・患者・医療者・福祉・介護・行政が全体で１つの

「地域医療」
■医療水準向上のための「教育・臨床研究・自己研鑽」

お知らせ掲示板

理　念
高度・良質な医療による社会貢献

基本方針

患者・医療者共に協力して「患者の権利」と「患者の義務」を
尊重し守る

１．公平に医療を受ける権利
社会的な地位、疾病の種類、国籍、宗教などにより差別
されることなく、適切な医学水準に基づいた安全かつ効果
的な医療を受ける権利

２．一人の人間として、尊重される権利
各々の人格、価値観が尊重され、患者・医療者が互いに
協力して、医療をつくり上げていく権利

患者の権利・義務憲章

【患者の権利】

３．納得医療の権利
医療提供者から説明と情報提供を受ける権利／自分の意思
で治療方法等を決定する権利／希望しない検査や治療を
断る権利

４．セカンドオピニオンの権利
複数の専門医等の意見を求める権利／他の医療機関に
変わることもできる権利

５．診療情報の提供を求め、自分の意見を述べる権利
６．プライバシー保護の権利

診療の過程で得られた個人情報が守られる権利
７．臨床研究についての権利

目的・危険性について情報提供を受ける権利／参加するか
どうかを決める権利／途中でも中止を求める権利／参加
しなかった場合でも不利益を受けない権利

１．医療者側に情報を知らせる義務、理解できるまで質問する義務
家族の状況、既往歴、病状の変化、現在の症状等を、正確
に知らせる義務／医師等の説明で、よく理解できない点を
理解できるまで質問する義務

２．医療に意欲を持って取り組む義務
合意した検査・治療方針に自ら意欲をもって取り組む義務

３．規則と指示を守る義務
病院内の規則や指示を守り、他の患者に支障を与えない
義務

【患者の義務】

兵庫県立尼崎総合医療センター

兵庫県立尼崎総合医療センター

〒660-8550 兵庫県尼崎市東難波町二丁目17番77号　TEL 06-6480-7000（病院代表）　FAX 06-6480-7001
URL : https://agmc.hyogo.jp/
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Hyogo Prefectural Amagasaki General Medical Center （Hyogo AGMC）

夏がやってきました。気温が高い日が続き、外を歩くと気が滅入り
そうになりますが、皆様いかがお過ごしでしょうか。この季節は

夏野菜やそうめん、冷やし中華など美味しい食べ物がたくさんあります。食欲のない時は
酸味のある料理や香辛料を使った料理も良いかもしれません。また、今年は数年ぶりに
再開されるお祭りやイベントもあるのではないでしょうか。夏バテを予防しながら、この
季節ならではの食べ物や行事を楽しんでください。（K.M）

編 集
後 記
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